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校
、
旧
教
員
住
宅
７
件
、
教
員
住

宅
８
件
、
職
員
住
宅
１
件
、
公
宅

３
件
の
24
施
設
に
つ
い
て
、
平
成

25
年
度
に
お
い
て
解
体
す
る
必
要

が
あ
る
。

※�

中
間
報
告
は
、
要
約
し
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
定
例
会
で
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

審
議
し
た
議
案
は
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆
第
３
回
◆

�

３
月
29
日
開
会

◎
平
成
24
年
度
せ
た
な
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

　
８
０
１
９
万
４
０
０
０
円
を
追

加
し
、
93
億
６
６
７
０
万
４
０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
特
別
交

付
税
額
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税

額
の
確
定
に
よ
る
、
社
会
福
祉
基

金
、
生
活
交
通
確
保
対
策
基
金
へ

の
積
立
金
で
す
。
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議　会　の　動　き
◆　１　月　◆

　９日　第１回正副議長・委員長協議会

１６日　第１２回まちづくり計画調査特別委員会

２１日　第１回全員協議会

　　　　第１回議会広報発行常任委員会

２４日　第１回議会運営委員会

２９日　第１回議会臨時会

　　　　第２回全員協議会

◆　２　月　◆
　５日　檜山管内町村議会議員研修会（せたな町）

　７日　第２回正副議長・委員長協議会

１４日　第１回総務厚生常任委員会

１５日　第２回議会臨時会

　　　　第３回全員協議会

２１日　第１３回まちづくり計画調査特別委員会

２２日　第１回産業教育常任委員会

２５日　第１回北部桧山衛生センター組合議会定例会（今金町）

２８日　第２回議会運営委員会

◆　３　月　◆
　５日　第１回議会定例会（初日）

　　　　予算審査特別委員会

１２日　第１回議会定例会（２日目）

　　　　第３回議会運営委員会

１３日　第１４回まちづくり計画調査特別委員会

　　　　第１回議会定例会（３日目）

　　　　予算審査特別委員会

　　　　第４回議会運営委員会

１４日　予算審査特別委員会

　　　　第５回議会運営委員会

　　　　第１回議会定例会（４日目）

２１日　第１回檜山広域行政組合議会定例会（江差町）

２９日　第３回議会臨時会

　　　　第４回全員協議会

編 

集 
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記
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今
年
に
は
い
り
、
日
本
を
は
じ
め
世

界
各
地
で
多
く
の
地
震
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
地
震
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
、
多
く

の
犠
牲
者
や
財
産
が
一
瞬
の
う
ち
に
失

わ
れ
て
し
ま
う
光
景
は
見
る
に
偲
び
が

た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
一
段
と
防
災
・

減
災
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

国
で
は
内
閣
府
に
防
災
担
当
を
設
置
し
、

防
災
対
策
の
視
点
・
方
向
性
を
検
証

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
く
ら
専

門
家
が
考
え
協
議
し
て
も
、
未
知
な
る

自
然
の
力
を
抑
止
す
る
事
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
故
事
に
「
千
慮
一
失
」
と

い
う
熟
語
が
あ
り
ま
す
。
い
く
ら
考
慮

し
た
つ
も
り
で
も
、
思
い
が
け
な
い
失

敗
が
あ
る
と
い
う
戒
め
の
言
葉
で
す
。

　
せ
た
な
町
は
二
十
年
前
、
北
海
道
南

西
沖
地
震
を
経
験
し
、
歴
史
に
残
る
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
は
、

こ
の
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
大
規

模
な
防
災
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
確
か
に
震
災
後
、
防
波
堤
や
築
堤
は
、

以
前
よ
り
強
固
な
も
の
に
な
り
ま
し
た

が
、
真
の
防
災
・
減
災
対
策
は
町
民
の

意
識
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
地
震
が
き
た
ら
速
や
か
に
建
物
か
ら

離
れ
、
海
岸
線
で
は
高
台
に
避
難
す
る
。

　
単
純
で
は
あ
る
が
、
生
命
を
守
る
一

番
の
有
効
策
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
十
年
前
の
経
験
が
そ
れ
を
教
え
て
く

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。�

（
内
田
）

　
２
月
５
日
、
北
檜
山
区
の
町
民

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
檜

山
管
内
の
議
員
研
修
が
行
わ
れ
、

せ
た
な
町
か
ら
は
11
名
の
議
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
北
海
学
園
大
学
法
学
部
教
授
　

秦
　
博
美
氏
は
「
討
議
し
、
行
動

す
る
議
会
へ

−

自
由
主
義
と
民
主

主
義
」、
北
海
道
新
聞
社
論
説
委

員
川
嶋
信
義
氏
は
「
安
倍
政
権
と

地
方
分
権
の
今
後
」
と
題
し
て
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

せ
た
な
町
で

檜
山
の
議
員
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

秦　博美　氏川嶋　信義　氏

議員研修会　研修風景


